
 

 
 
 

1. 購⼊する商品の探し⽅ 
 LED 照明：実店舗やネットショップで、現在使用している蛍光灯や白熱球などの照明よりも消費電力（W）が少ない

ものを探します。 （蛍光灯型 LED への交換は専門業者に相談することを推奨） 

 リユース家電： 古物商許可を有する中古家電を扱う実店舗やネットショップで商品を探し、 

型番を省エネ型製品情報サイトで検索して、対象要件を満たしていることを確認します。 

 断熱フィルム：日本ウインドウ・フィルム工業会【JIS A 5759 適合品ラベル】対象製品の 

中から対象要件に合ったカテゴリの商品を選びます。 

2. 【任意】補助対象になるか確認(設備確認)する⽅法  
購入する商品候補が見つかったら、補助対象になるかを事務局に確認の依頼をすることができます。 

オンライン オンラインで申請者登録を行うと、設備確認用と交付申請用の２つのリンクが記載されたメールが届きます。

設備確認用リンクから商品の情報を入力し、送信してください。24 時間以内に届かない場合は、迷惑メールボックス等

を必ず確認してください。 

郵送 新旧設備比較表を記入し投函してください。確認には、投函から 10-13 営業日程度かかります。 

 

 

 

 

 

 

3. 交付申請⽅法 
オンライン オンラインで申請者登録を行うと、設備確認用と交付申請用の２つのリンクが記載されたメールが届きます。

交付申請用リンクから、必要事項を記入して送信してください。（24 時間以内に届かない場合は、迷惑メールボックス等

を必ず確認してください。設備確認を行った方は、申請者登録時に受信したメールをご利用ください。） 

郵送 郵送での申請は必要書類を投函してください。不備の連絡をする場合には、投函から１０日程度かかります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

交付決定通知を発送 

不備・不明点に対応 不備・不明点に対応 

交付決定通知を受領 
※ここから約 20 営業⽇後に振込 
※振込の通知はありません。 

交付決定通知を受領 
※ここから約 20 営業⽇後に振込 
※振込の通知はありません。 

郵送 

メール 
または電話

メール 

  

申請の⼿引き 
LED 照明・リユース家電・断熱フィルム導⼊補助事業 

２ページ下部の⼆次元コードから
補助⾦ページにアクセスし、 

申請者情報を登録 
(設備確認で登録済みの場合は不要) 

交付申請書を記⼊し、 
書類を添付して郵送 

メール内のリンクから交付申請 
ページを開いて記⼊し、 
書類を添付して送信 

（⼊⼒開始後 24 時間以内） 

オンラインで申請 

郵送で申請 

事務局 

設備確認・交付申請ペ
ージのリンクを記載した

メールを送付 

申請内容を確認・審査 

不備・不明点を連絡 
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新旧設備⽐較表を 
記⼊し、LED の場合は交
換前のすべての箇所の写真
を添付して、チラシ下部に記

載された宛先へ郵送 

２ページ下部の⼆次元コードから
補助⾦ページにアクセスし、 

申請者情報を登録 

オンラインで確認 

郵送で確認 
設備確認・交付申請
ページのリンクを記載し

たメールを送付 
メール内のリンクから設備確認ペ
ージを開いて商品情報※を送信 
※LED 照明の場合は交換前のすべての

箇所の型番・個数・消費電⼒・写真 
（⼊⼒開始後 24 時間以内） 

設備が補助対象 
となるか確認 

確認結果を連絡 

不明点に対応 不明点に対応 

確認結果を受領 確認結果を受領 

  

不明点等を連絡 

メール 郵送 

メール 
または電話 

郵送 

メール 
または電話 

郵送 

Web 

Web 

メール 
または電話 

Web 

Web 

事務局 

日本ウインドウ・
フィルム工業会 

省エネ型 
製品情報サイト 



 

4．交付申請に必要な書類チェックリスト 
 No 書類名 注意事項 

□ 1 交付申請書 オンライン申請の場合はフォームに記⼊ 
□ 2 新旧設備⽐較表 オンライン申請の場合はフォームに記⼊ 
□ 3 写真  ・LED は交換前と交換後のすべての照明の写真 

（設備確認で交換前を提出済みの場合、交付申請では交換後のみ提出） 
・断熱フィルムは各窓の施⼯中のもの 
・リユース家電は設置後の全体が映ったもの 

□ 4 領収書またはレシートの写し 購⼊⽇・購⼊者（申請者のフルネーム。レシートの場合は余⽩に記⼊）・商品名・
型番・個数・⾦額・（リユース家電は「中古品」の表記）が記載されていること 

□ 5 本⼈確認書類の写し 住⺠票・運転免許証・マイナンバーカード（表⾯のみ）・各種健康保険証（保険者
番号等はマスキング可）・各種年⾦⼿帳等のいずれか１つ 
※本⼈確認書類と申請する対象住所が⼀致すること 

□ 6 通帳の写し ⾦融機関名・⽀店名・預⾦種⽬・⼝座番号・カナ名義が分かる⾯ 
※ゆうちょ銀⾏は振込⽤の店名・⼝座番号を記⼊ 
※交付申請書に記⼊した振込先と照合します 

□ 7 代理者の本⼈確認書類 事業者が代理で⼿続する場合に提出（名刺可） 
 

5．交付申請書の補助⾦実績額記⼊例（郵送の場合）             
 
 

 
 
 
 
 
 
 
6．新旧設備⽐較表の記⼊例（郵送の場合）           
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
7．前回（令和６年度）からの主な変更点 
 ① 設備確認の際に申請者登録用紙の提出が不要になりました。 

② 事業者の代理手続が可能になりました。 

４ 

型番が不明な場合は形（例：直管形・環

形）と種類（例：蛍光灯・白熱球）を記入

ます 読み取れない場合は消費電力を

拡大して撮影した写真も提出 

写真の裏に記入 

断熱フィルムは個数不要 

LED 以外は

記入不要 

LED 以外は 

記入不要 

申請額が上限を上回る場合は上限

を記入します。これまでに本補助

金を利用している場合は 10 万円

かこれまでの交付額を差し引いた

金額を上限とします。 


